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はじめに

に代表されるように，含意関係の認識は
近年研究者の注目を集めている．含意関係 とは の
例文において文 が成り立つときに文 も成り立
つような関係を指す．

夏目漱石は明治 年の春に『坊ちゃん』を雑誌
「ホトトギス」に発表した．
『坊ちゃん』の著者は夏目漱石である．

含意関係を認識する技術は，質問応答や情報抽出，機
械翻訳など多くの言語処理アプリケーションで重要な
役割を果たすことが期待される．

のような含意関係を認識するためには，モノに関
する知識の他にコト，すなわち事態ついても のよう
な上位下位関係や部分全体関係，因果関係など様々な
知識が必要である．

ガ ヲ ニ発表する→ ガ ヲ書く
ガ ヲ書く→ の著者は だ

そこで本稿では，このようなコトに関する知識の構築
に関して，これまでに行ってきた国語辞典からの事態
間関係の抽出とその知識を用いた頑健な照合を行うた
めの整備について述べる．また，構築した事態間関係
を含意文生成の規則として利用することで，構築した
事態間関係そのものの質を評価する．
以下， 節で関連研究を述べ， 節で我々が行った事
態間関係の整備について説明する． 節でその知識を
用いた含意文生成の評価について報告し 最後に 節で
まとめと今後の課題を述べる．

関連研究
事態間関係を辞書から抽出したリソースとしては、

がある． は辞書と百科事典の解析
を行い，意味関係構造に変形することで，見出し語と
定義文に関係を付与する．動詞語釈文を用いた言い換
え手法として鍜治らの言い換えモデル がある．鍜
治らの言い換えモデルでは国語辞典の見出し語を定義
文の主辞で置き換える際に，大規模コーパスから格フ
レームを学習し，見出し語と定義文の主辞の格フレー
ムを対応付けし，用言の言い換えを行う． や
ここでいう含意関係とは論理的含意ではない．このような形式

的でない定義は含意関係が一般的な人間の言語理解に基づいている
為である

鍜治らの手法は語釈文を自動解析し，知識を抽出する
ことを試みている．ただし， では事態間の関
係は分類されているものの，項の対応関係については
捉えられておらず，事態間の含意関係を認識するため
に必要な項の照合を行うことができない．また，鍜治
らの手法は項の対応関係も扱っているが，関係は上位
関係・言い換え関係に限定されている．これらに対し，
我々は人手で国語辞典の動詞語釈文を用いて見出し語
と定義文中に出現する動詞の項との対応をつけ， つの
関係を付与した ．このようにして作成した資源は，
人手で作成しているためノイズが少なく関係も多岐に
渡るため，含意関係認識のための推論だけでなくプラ
ン認識のための推論など多くの推論に必要な基礎知識
となる．

事態間関係の整備

節で述べたように，項の対応関係を考慮し広く事
態間の関係を扱っている資源を整備することは有用で
あると考える．そこで本節では，まず事態を表現する
単位について述べ，国語辞典における動詞語釈文から
事態間関係を抽出した手法を説明する．また，竹内ら
の動詞意味分類 を用いた格交替情報の付与につい
て述べる．

事態表現の単位について

事態表現は「雨」や「運動会」のような語，「コンビニ
で本を買う」のような述語項構造，「毛布がなくて寒い」
のような述語項構造を組み合わせたもの，さらにそれ
らを組み合わせたものなど多岐に渡るが，我々は事態
を表す単位として述語項構造を用いることを考える．
述語項構造を用いた表現は，様々な事態を表す統語

構造間に生じる差異を吸収し，正規化された表現が可
能となる．例えば，「夏目漱石によって発表された『坊
ちゃん』」や「夏目漱石による『坊ちゃん』の発表」や
「夏目漱石は『坊ちゃん』を発表した」は統語構造が大
きく異なるが，これらを述語項構造による表現にすれ
ば 夏目漱石ガ 『坊ちゃん』ヲ 発表する に統一さ
れる．より詳しい説明は文献 を参照されたい．
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国語辞典の動詞語釈文を用いた事態間関係の抽出
「岩波国語辞典タグ付きコーパス 」を用いて事
態間関係の抽出を行った．岩波国語辞典タグ付きコー
パスでは，国語辞典の語釈文に出現する名詞と述語に
語義情報が付与されており，この情報を利用すること
で，動詞見出し語と語釈文中の述語の間に語義レベル
での対応を付けることができる．我々はこのコーパス
を用いて以下の手順で事態間関係の抽出を行った．
見出し語に必須と思われる項をつけ，それらの項に

変数を代入する．
語釈文中の述語 定義語 に関しても と同様の作

業を行うが，その際に見出し語の項構造に代入した変
数と，新たに作成する項構造間に代入する変数の対応
関係をつける．
作成した述語項構造間に関係を付与する． で作

成した述語項構造間につける関係を， 述語項構造間
の時間的関係 含意関係が必然的であるか，蓋然的で
あるか 事態の種類（出来事か行為か）の観点から分
類し，表 に示すものを含めて つの関係を定義した．
より詳しい関係の定義は文献 を参照されたい．

動詞意味分類を用いた格交替情報付与
語釈文から抽出した事態間関係は表層格で事態間の

項の対応が表現されているため，実際に入力された述
語項構造をこの知識に適用する際に，格交替などの現
象により適切に照合できない可能性がある．

入力：彼が技を師匠に学ぶ
事態間規則： ガ ヲ カラ学ぶ→ ガ ニ
ヲ教える

そこで我々は竹内らの動詞意味分類 を用い，事態
間関係に格交替の情報を付与する．竹内らの動詞意味
分類には，動詞の各語義がどのような意味役割をとり，
それらがどのような表層格で言語化されているかが記
述されている．また，この動詞意味分類には，それぞ
れの動詞に対して深層格が付与されている．この資源
を用いて格交替情報を追加した事態間関係の例を表
に示す ．
表 の「罰を与える」のように、関係を保持するた
めに必須な項は埋め込んで記述している．また変数の
対応関係が間接的な場合は表 の「思い付く」の「 の
心対象 ニ」のように記述している．そのほか，作成し
た資源には今までに述べた変数の対応関係，事態間関
係，格交替情報以外にも見出し語事態の各項には意味
役割，代表的な名詞を記述している．また各事態対に
は代表的な例文が付与されている．

現在の事態間関係の整備状況
現在，国語辞典に登録されている動詞，サ変名詞

語 語義から合計 個の事態間関係
を抽出した．それらの内，竹内らの動詞意味分類によ

表にある，見出し語事態とは， で作成した見出し語の項構造
を指し，定義語事態とは で作成した定義語の項構造を指す

表 事態間関係の一例
意味関係 前提条件

見出し語事態 動作主 ガ 対象=運転 ヲ 起点 ニ｜カラ
学ぶ − − − −

定義語事態 動作主 ガ 着点 人 ニ 対象 ヲ 教える
− − − −

代表例文 生徒が心理学を教授から学ぶ
意味関係 同義・上位

見出し語事態 動作主 ガ 人 ヲ罰する − − − −
定義語事態 経験者 ガ 対象 ニ 罰を 与える

− − − −
代表例文 大学が学生を罰する
意味関係 同義・上位

見出し語事態 経験者 ガ 生成物=名案 ヲ 思い付く
− − − −

定義語事態 生成物 ガ の心対象 ニ 浮かぶ
− − − −

代表例文 漫才師がネタを思い付く

り整備されている 語義に対しては意味役割と格
交替の情報が付与されている．また，述語項構造で表
現することができる慣用表現 個に関しても同様
に事態間関係として抽出した．

含意文生成への応用
この節では，入力された述語項構造と含意関係にあ

る文を生成するタスクに事態間関係を適用することで
構築した知識そのものの品質を評価すると同時に頑健
な含意文生成の為に何が必要となるかを考察する．
含意文生成タスクの概要
本稿で述べる含意文生成のタスクは，入力された述

語項構造に事態間関係を適用することでどの程度の規
模の含意文を生成することができ，生成された文の適
格性がどの程度なのかを調査する．また事態間関係に
適用することで得られた述語項構造のうち，不適切な
表現に関しては選択選好の情報を用いて棄却する課題
にも取り組む．例えば，
• ガ ヲ ニ与える→ ガ ヲ ニ渡す
に対し，以下の二つの述語項構造を考える．

母がおもちゃを息子に与える
母が母乳を息子に与える

これらを上記の事態間関係に適用すると以下の文が生
成されるが，文 のように不適切な文を生み出す場
合がある．

母がおもちゃを息子に渡す
母が母乳を息子に渡す

これは特に代入される変数に制約を加えていないため，
「母乳を渡す」のような不適切な表現がされてしまった
ことによる．つまり，正しい含意文のみを生成するた
めにはこのような不適切な文を何らかの形で棄却する
必要がある．
この問題に対して ら は，動詞の選択選好

性を適格さの尺度と捉え，推論規則から出力された文
の制御を行った．我々もこれに従い，動詞の選択選好
性を用いて生成された文を棄却するモデルを用いる．
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表 文献 でまとめた事態間関係と例

関係名 時間的関係 必然性 見出し語事態の種類 定義語事態の種類 例

上位・同義 同時 必然的 出来事/行為 出来事/行為 ガ ヲ使いこなす→ ガ ヲ使う
ガ漂流する→ ガ流れる

付帯状況 同時 蓋然的 出来事 出来事/行為 ガ流行る→ ガ次々と伝わる
ガ ヲ無視する→ ガ の価値ヲ認めない

手段 同時 蓋然的 行為 行為 ガ稼ぐ→ ガ働く
ガ ヲ炙る→ ガ ヲ火に当てる

結果（状態） 定義語事
態が後 必然的 出来事/行為 出来事 ガ ヲ傾ける→ ガ傾く

ガ ヲ起こす→ ガ立つ

目的 定義語事
態が後 蓋然的 行為 出来事/行為 ガ ヲメモする→ ガ ヲ忘れない

ガ ヲ味見する→ ガ の味加減ヲ知る

前提条件 定義語事
態が前 必然的 出来事/行為 出来事 ガ言い逃れる→ ガ問い詰められる

ガ ヲ迎え撃つ→ ガ攻める

適格性による不適格な文の棄却
大規模なコーパスから係り受け関係にある �名詞 ，

格助詞 ，動詞 �の つ組の頻度を用いて，文の適
格さを求めるモデル（適格性モデル）を構築する．具
体的には， と � , �の自己相互情報量 を動詞の
選択選好性の尺度として，述語項構造のそれぞれの格
要素の適格性を求める．しかし，� , , �の組み合わせ
が広大なため， � , , � を推定する際にデータスパー
スネスの影響があると考えられる．そこで を
用いて，確率のスムージングを行った．これにより推
定された � , , � を用いて求めた � , �, が
未満の項を含む文を不適格な文とし棄却する．

評価実験
述語項構造の入力に，事態間関係を適用することで

生成された文に対し適格性モデルを用いて適格さを求
め，不適格な文を棄却する．棄却されなかった文を含
意関係のある文と認め，その評価を適合率，再現率，
値により行う．
我々は新聞記事を基にした テキストコーパス
の一部から，項が埋められている述語項構造

事例を入力とし，生成された 事例（以下，新聞デー
タ）に対し適格性による棄却を試みた．また代表例文
から選んだ 事例 の述語項構造に関しても事態
間関係を適用し，生成された 事例（以下，作例
データ）に対し適格性モデルによる棄却を試みた．さ
らに それぞれの事態間関係には語義の情報が付与され
ているので，入力文の語義曖昧性が既に解消されてい
る場合は対応する語義の事態間関係にのみ用いて生成
することも考えられる．この場合にどのように含意文
生成の結果が変化するか調査する為に，入力文の語義
を参照し，対応する事態間関係のみを適用した場合

についても，生成した 事例（以下，曖昧性解消作
例データ）に対し適格性モデルによる棄却を試みた．
適格性モデルは 億文の テキスト より作成
した．また，ベースラインは適格性モデルによる不適
動詞は語義数が 個前後の動詞，かつ 億文の データで頻

度が ～ ， ～ ， ～ からそれ
ぞれランダムに選んだ

表 作例データにおける含意文生成の結果の例
入力文 出力文 モデル

の判定
真の
正解

僕が酒を味わう 僕が酒を楽しむ ○ ○

旅館が夕食を用意
する

旅館が夕食に備え
る

○ ○

ウサギが穴に隠れ
る

ウサギが穴にいる ○ ○

警察が遺留品を見
つける

警察が遺留品を捜
す

○ ○

彼女がカーテンを
閉じる

彼女がカーテンを
終わりにする

○ ×

僕が論文を手入れ
する

僕が論文を保存す
る

○ ×

店員が宝石を扱う 店員が宝石を操作
する

○ ×

カメラマンが女優
の顔をアップする

女優の顔が上がる ○ ×

ピアニストがショ
パンを演奏する

ピアニストがショ
パンを奏する

× ○

師匠が弟子を育て
る

弟子が一人前にな
る

× ○

僕が会議を閉じる 僕が会議を終わり
にする

× ○

切な文の棄却は行わず，事態間関係に適用して生成さ
れた全ての文を含意文とみなした場合である．結果を
表 に示す．
新聞データ，作例データ共に適合率， 値でベースラ

インを上回った．作例データより新聞データの方が適
合率， 値共によいスコアとなったが，これは作例デー
タは語義数が 個前後のものを中心に作成しているの
で，新聞データより語義に曖昧性があることに起因す
ると考えられる．曖昧性解消作例データでは適合率は
上がったものの 値はベースラインを下回った．これ
は曖昧性が解消されていることで，不適格な文がそも
そも少ないことに起因すると考えられる．表 に含意
文生成の結果の例を示す。作例データでは含意関係が
ないにも関わらず，含意関係にあると判定された事例
が 事例存在した．また含意関係があるにも関わら
ず，含意関係がないと判断された事例も 事例存在

- 1154 -



表 適格性モデルを用いた含意文生成の実験結果
対象データ モデルの適用 適合率 再現率 値

新聞データ なし / /

新聞データ あり / /

作例データ なし / /

作例データ あり / /

曖昧性解消作例データ なし / /

曖昧性解消作例データ あり / /

した．そこで我々は誤り事例の中からそれぞれ 事
例ずつサンプリングし，誤り分析を行った
含意関係はないにも関わらず，含意関係にあると判

定された事例によく出現した誤りについて述べる．誤
り事例のうち， 事例が表 の「店員が宝石を操作す
る」の例のように入力に使われた述語項構造に付けら
れた語義と参照した事態間関係に付けられている語義
が異なっているものから生成されたものだった．また
「論文を踏み込む」のような本来ならば適格性モデルで
棄却されるべき事例が 事例存在した 他にも「事故
が起きる」が入力され「事故が床から出る」と明らか
に不適格な文にも関わらず，「事故が出る」「床から出
る」で見ると適格とみなされ，含意文となってしまっ
ている事例があった．
含意関係はあるが，含意関係にないと判断された事

例に関しては特定の誤りの原因は見られず，ほとんど
が適格性モデルで棄却されるべきでない事例であった．
中でも動詞「する」が 事例「なる」が 事例存在
した．これらは多くの格・名詞と共起するために適切
な見積もりがなされていないと考えられる．このよう
な機能語相当の動詞に関しては，直前格を含ませて一
つの述語と考えるなど，より正確な見積もりが行える
ような方法を検討していく必要がある．また動詞の表
記が平仮名になっているために正確に見積もれない場
合もあった．これに対しても今後，表記の標準化を行っ
ていく必要がある．

まとめ
本稿では，国語辞典の動詞語釈文から抽出した事態

間関係を基にした事態間関係の整備について述べた．整
備した事態間関係を用いて含意文生成のタスクに適用
し知識の品質の評価を行うとともに，頑健な含意文生
成のために何が必要となるかを考察した．自己相互情
報量 � , �, による適格さを用いての不適格な文
の棄却は 語義の曖昧性を考慮しない入力に対しては有
効である事が分かったが，曖昧性が解消された入力に
対しては 値を下げる結果となった．
今後の予定は，事態間関係の整備に関しては，竹内ら

の動詞意味分類のカテゴリー情報を用いることで，上
位下位関係に関しての事態間関係を追加していく予定
である．また含意文生成のタスクにおいては機能語相

当が含まれている文に対する適格さをより正確に見積
もることを考えている．
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